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主要文獻

第1章　 緒 言

曩 ニ余 ハ「エオ ジン」ノ生活 現象 ノ抑 制作用 ハ日光 及 ビ紫 外線 照射 ニ ヨ リテ増強 セ シメ ラルル

コ トヲ實驗 セ リ.而 シテ余 ノ用 ヰタル強度 ノ光線 ニ於 テハ 日光曝 射 ハ紫 外線 照射 ヨ リモ其 ノ作

用 強 キ結果 ヲ得 タ リ.是 レ固 ヨ リ余 ノ用 ヰ タル紫 外線 ノ強度 ノ弱 キ ニ ヨル モノナ ラ ン.又 「エ

オ ジ ン」 ニヨ リテ光 線作用 ノ強盛 トナルハ光線 ノ 「エネル ギー」ニヨ リヲ 「エオ ジ ン」分 子 中ノ

「ブローム」ガ分解 シ,其 ノ作用 ニ ヨル モ ノナル コ トヲ窺知 セ リ.

抑 々螢 光現象 ハ螢光 ヲ發 シ得 ル物 質 ガ光線 ニテ照射 セラルル時,其 ノ光線 中一 定波長 ヲ有 ス

ル モ ノ ヲ捕促 吸收 シ,夫 レニ ヨ リテ長 キ波 長 ノ光 線 ヲ放射 スル ヲ云 フ.此 際光線 吸收量 ノ多寡

ニ ヨ リテ或 ハ「エ レク トロ ン」ヲ放 チ,或 ハ「イオ ニザ チオ ン」ヲ起 シ,或 ハ更 ニ觸 媒作用 ヲ現 ス

化學 的或 ハ生物學 的 ニPhotosensibilisierungト 稱 セラルル現 象 ハ結 局斯 ノ如 キ作用 ヲ云 フモ

ノナ リ.

成 書 ニ ヨ レバ「エオ ジ ン」ノ水溶 液 ノ吸收 スル光 線 ノ波 長 ハ λ=610-470μ μ ノ間 ニア リ.之

ヲ次 ノ3部 ニ分 ツ.

A部　 610-590μ μ

B部　 580-560μ μ

C部　 490-470μ μ

其 ノ内A部 ノ吸收 ニ ヨ リテ最 モ強 キ螢 光作用 ヲ發 ス.生 活現 象 ガ「エオ ジ ン」ノ附加 ニ ヨ リテ光

線照射 ノ下 ニ著 シク其 ノ機能 ノ障害 セラル ル ハ前述 ノ色素 ノSensibilisierungニ ヨルレモノナ レ

バ唯 一定 範 圍 ノ波 長 ノ光 線 ノ ミ其 ノ作 用 ア リテ是 レ以外 ノ波 長 ノ光線 ニハ全 ク反 應 ナキ モノ ト
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解 スル ヲ得 べ シ.余 ハ波長 ヲ異 ニスル種 々ナル可視光 線 ノParamaecium及 ビ蛙 ノロ蓋 粘膜 上

皮 ノ繊 毛 運動 ニ及 ボ ス影響 ニ就 テ此 關係 ヲ觀 ン ト欲 シ, 2-3ノ 實驗 ヲ企 圖 セ リ.

第2章　 實 驗 方 法

第1節　 照 射 装 置

(I)光 源

太陽 光線 ハ季節,朝 夕 等 ニヨ リ照度不安定 ナル ヲ以 テ之 ヲ避 ケ,專 ラ炭 素孤 光燈 ヲ使用 セ リ.

(II)波 長

所 要 ノ波長 ヲ有 ス ル光線 ノ ミヲ通過 セ シムル装 置 ニハ種 々ア リ.

W. A. Nngel1)ノFlussiger Strahlenfieterヲ 可 トスルモ ハ,或 ハH. Schulz2)ノ 着 色 板硝子 ヲ賞 用 スル人

ア リ.著 者 ハ試 ミニ理化 學研究所 製作 ニカカル「ウル トラジソ」瀘 光器 ヲ使用 シ,實 驗 ニ當 リテハ一々其 ノ通

過「エ ネルギー」量 ヲ熱電柱 ニヨ リテ測定 セ リ.「ウル トラ ジン」濾光器 ニ關 シテハ 鈴木,櫻 井3)兩 氏 ノ論文 ニ

譲 リ,便 宜上使 用 シタル濾光器 ノ種類 ヲ記 サ ントス.

第1號　 波長4300A以 下ヲ吸收ス

第4號　 波長4800A〃

第5號　 波長5100A〃

第6號　 波長5300A以 下ヲ吸收ス

第7號　 波長5800A〃

(III) Energie

波 長 ヲ異 ニスル影響 ヲ實驗 セ ソ卜スルニ當 リ,光 線 ノEnergieヲ 同 一 ニスル コ 卜ノ肝要 ナル コ 卜ハ必須 ノ

要件 ニシテ,從 來 ハ生物學的實驗 ニハ多 ク コノEnergicノ 統 一ヲ看過 セルモ ノノ如 シ(森 川4))

余 ハ次 ノ如 キ方法 ニコ リNnergie量 ヲ測定比較 セ リ. Opticalbenchノ 一 端 ニ光源(マ ツダ100燭 光)ヲ 置

キ,其 ノ前 ニ熱線吸收 用 ノ平面硝子張液溝 ヲ置 キテ熱線 ヲ吸收 セ シメ.此 光線 ヲ同 ジ高 サ ニ置 キ タル 「ア ソ

チ モ ン」 卜蒼鉛 卜ヨ リナ レル熱電柱 ニ作用 セシメ.之 ヲ滴當 ナル電流 計 ニ連絡 セ シム. 1分 間 電燈 ノ點火 ニ

ヨ リ熱電柱 ニ作用 セ シメタル時 ノ電流計 ノ針 ノ偏 位 ヲ定 メ,光 源 ヨ リ熱電柱 ニ至 ル距 離 ヲ測 定 ス.次 ニ光源

ノ前 ニ色 硝子(「 ウル 卜ラ ジン」濾 光器)ヲ 置 キ, 1分 間 點 火 ニヨ リ前 ニ定 メ タル電流 計指 針 ノ偏 位 卜同 ジカ

ラシムル様 ニ熱 電柱 ヲ移動 シテ其 ノ距 離 ヲ夫 々定 メ タリ.而 シテNuergieノ 比 ハ距離 ノ自乗 ノ比 卜ナルヲ

以 テ次表 ノ如 シ.

(表1)
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第2節　 測 定 法

以上 ノ如 キ照射装置 ノモ トニ被 照射物 ト光源炭 素孤光燈 トハ同 ジ高サ ニナ シ,照 射距 離ハ夫 々Nnergieガ

同 一 トナ ル様 ニ定 メ,光 源 ノ前 ニハ水槽 ヲ置 キテ實 驗中絶 エ ズ水 ヲ流 サ シメ温度 ヲ一 定 ナ ラシメ タリ.

(1) Paramaeciumニ 及 ボス影響 ニ關 スル實 驗 ニ於テハ,一 定要 約 ハモ トニ飼養 セルParumaeoiumハ1

群 ヲ對照 トシテ暗室 ニ置 キ,他 ノ1群 ニハ(5.cc)2%「 エ オジ ン」液10滴 ヲ附 加 シ,上 ノ照射装 置 ノモ トニ

「ウル トラジ ン」濾光器 ヲ用 ヰヲ波長 ヲ異 ニスル可視 光線 ノ影響 ヲ實驗 セ リ.

(2)蛙 上 顎粘膜 ノ炭酸 排泄量 ハ測定 ニハPHニ ヨル標 示藥 ノ色調 ノ變 化 ヲ應用 セルParker5)ノ 法 ヲ應用

セ リ.其 ノ實 施法 ハ小堀6)ノ 報告 ニ記載 アル ヲ以テ此處 ニハ略 ス.只 余 ノ使 用 シタル試驗管 ハ從 來使 用 ノモ

ノ ト稍異 ル ヲ以テ簡單 ニ之 ヲ記載セ ン.試 驗管 ニハPH檢 査 用硬 質試 驗管 ヲ用 ヰ,其 ノ容 積ハ水銀 ヲ用ヰテ

秤量 セルニ6.53ccナ リキ.而 シテPH 7.36及 ビPH 7.78ノ 指 示藥 ハ小堀 ノ製法 ニ準 ジテ作 リ,夫 々其 ノ1cc

ヲ使 用 シタル ヲ以 テ PH 7.78ヨ リPa 7.36ニ 變 移 スル ニ要 スルCO2種 サ ハ0.00066×6.53=0.0043098(mg)

ナ リ.之 ヨ リ被檢 物質1gニ 就 キ1分 間 ニ出スCO2ハ 重量 ハ

0.0043098×1000

被檢物重量×振盪時間(分)
(mg)

トナル.

上 ノ方法 ニヨ リ蛙 上顎粘膜 ノ小片 ヲ血液 ノ附着 セザ ル様注意 シテ切除 シ,之 ヲ秤量 シ,豫 メ準備 セ ル閉鎖

試驗管 ニ入 レテ振盪時 間 ヲ分 ニテ測定 シ,次 ニ可視 光線 ノParamaeciumニ 及 ボス影響 ヲ檢 シタル ト同様照

射 装 置ニ ヨリ,波 長 ヲ異 ニセ ル可視光線 ノ上顎 上皮細胞 ハ炭 酸排泄量 ニ及ボ ス影響 ヲ實 驗測定 セ リ.

(3)蛙 上 顎粘膜 上皮 ノ繊毛運 動ハ上顎 ヨリ食道 ニ至 ル迄 ノ粘膜 ヲ剥 ギ取 リ,「 コルク」板 上ニ内面 ヲ上方

ニ向 ケヲ「ピ ン」ニテ張 リ,「 リンゲ ル」氏液 ヲ塗布 シテ乾燥 ヲ防 ギ,温 度 ヲ一定 ニスル タメ「コル ク」板 ト共 ニ

「リンゲル」氏液 ヲ充 タ上セル「シヤー レ」中 ニ置 キタ リ.次 ニ硝 子 ノ小片(重 量56mg,横6mm,縦5mm,高

サ0.5mm)ヲ 粘 膜 ノ一 端(繊 毛運 動 ニ ヨ リテ起 ル粘膜 上 ノ流 ノ上流 ニ當 ル)ニ 置 ク トキ,ハ食道 ニ向ヒテ運

バ ルル ヲ觀 ル. 1分 間 ニ硝子小片 ノ運 バル ル距 離 ヲ測定 シ,或 ハ2本 ノ糸 ヲ「ピ ン」ニテ粘膜 上 ハ流 ヲ横斷 シ

ヲ1㎝ ノ距 離 ニ張 リ,硝 子小片 ノ2本 ノ糸 ノ間 ヲ通過 スル時間 ヲ「ス トツプ ウオツチ」ニヲ測 レ リ.先 ヅ室

内 ニテ實驗 シ,之 ヲ暗室 内 ニ於 ケル モ ノトヲ比 較セ リ.對 照實驗 ハ之 ヲ暗室内 ニ於 テ行 ヒ,光 線照射實 驗ハ

種 々ナ ル照 射 ノ下ニ之 ヲ行 ヒ,尚 ホ「エ オジ ン」ノ之 ニ及 ボ ス影響 ヲモ實 驗セ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 Paramaeciumノ 生 死 ニ 及 ボ ス影 響

日光曝射或ハ紫外線照射ニヨル「エオジン」ハ一定波長 ノ光線 ヲ捕捉吸收 シ其 ノ作用ヲ増強セシムルコト

ニ着 目シ,上 ハ實驗方法ニヨリテ波長ヲ異 ニセル可視光線 ノ影響ヲ試 ミタルモ何等ノ相違ヲ見ザ リキ.只 照

射後Paramaeciumヲ 顯微鏡下 ニテ見ルニ580μμ.ノ光線照射 ノトキハ少 シク運動 ノ不活溌 卜ナレルヲ觀 タ

ル ハミ.是 レ結局余 ノ用ヰタル光線強度ノ弱キニ過 ギタルガ爲 メナラン.
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(表2)

第2節　 蛙 上顎 粘膜 ノ炭 酸 排 泄 量 ニ及 ボ ス影 響

可視光線 ノ新陳代謝 ニ及ボス影響ハ植物ニ關スル實驗ハ甚ダ多ケ レドモ動物ヲ材料 トシテ探究セル文獻

ハ少ナシ.

第2章 ニ於テ述ペタル照射装置ニヨリParker氏 法ニヨリテ蛙上顎上皮細胞 ノ炭酸排泄量ヲ測定 セルニ

明處,暗 處,炭 素孤光燈照射何レモ著明ナル量的變化ヲ觀ザ リキ.又 波長ヲ異ニセル可視光線照射ニ於テモ

炭酸排泄量ニ影響ナカ リキ.照 射時間ハ夫々20分 間ナリキ.

(表3)明 處
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(表4)暗 處

(表5)炭 素 孤 光 燈

(表6)波 長430μ μ
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(表7)波 長上530μμ

(表8)波 長580μ μ

照射ニ際 シテハ温度ヲ一定 ニセルハ勿論Energieモ 一定ニナセ リ.照射 ノ爲 ニ材料ガ破壊セラレ其ノ炭酸

排泄量ニ差異ナキヤ否ヤヲ探究センタメ,先 ヅ波長580μ μ(赤)ヲ 照射シテ排泄炭酸量 ヲ測 リ,次 デ同一材

料ニヨリ暗處 ニテ測定セルニ影響ヲ認メザリキ.

(表9)赤 色光線 照射及 ビ照射後 暗 處 ニ於 ケル比較 成績
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第3節　 蛙 上 顎 繊 毛 運 動 ニ及 ボ ス影 響

前節ニ於テ光線 照射ガ上顎粘膜 ノ炭酸排泄量 ノ使用方法ニテハ認ムペキ影響ナキヲ實驗セ リ.本 節 ニテ

ハ繊毛運動 ノ運動機能ニ波長 ヲ異ニセル可視光線ガ影響 ヲ與 フルモノナリヤ否ヤヲ實驗セ リ.即 チ前述 ト

同様照射装置ニヨリテ其ノ運動 ヲ照射下ニ測定セルニ暗室,室 内,孤 光燈照射何 レモ著 シキ差異ナク,又 波

長 ヲ異ニスル可視光線 ヲ照射 シテモ速度ニハ何等影響ナキヲ認ム.

(表10)

(表11)

(表12)
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(表13)

(表14)

第4節　 「エ オ ジ ン」ノ蛙 上 顎繊 毛 運 動 ニ及 ボ ス 影響

前節 ト同方法ニヨリテ2%「 エオジン」液1滴 ヲ標本上ニ滴下シテ暗處ニ於 ケルモノ ト比較セルニ「エオ

ジン」ヲ滴下セルモ ノニ於テハ其 ノ運動ノ抑制セラルルヲ觀 タリ.

(表15)
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第4章　 考 案

以上ノ實驗成績 テ觀ルニ波長 ヲ異 ニセル可視光線 ノParamaeciumニ 及ボス影響ハ著明ナラ

ズ.曩 ニ光源 トシテ日光 ヲ用 ヰタル場合 ニ,其 ノ作用 ヲ認 メタルニ今全ク其 ノ作用 ノ認ムべキ

モノナキハ光線強度ノ不充分 ナ リシニ歸 セザルべカラズ ト信ズ. H. Hertel7)ハ 波長ノ小ナル

光線程組織透射力微弱 ニシテ,多 ク表層 ニ於 テ吸收 サ レ,其 ノ生物 ニ及ボス作用 モ著 シク減 ぜ

ラ レ,波 長 ノ長 キモノハ短 キモノヨリ透射力強大ナ リ.サ レド長波光線ハ生物 ニ及 ボス作用微

弱故組織内深ク透射 スルモ大 ナル影響 ヲ發現 シ得 ズ.又 普通實驗 ニ用 ヰル人工光線 ハ其 ノ強度

遙 ニ日光 ニ劣 ルモノナ リ.波 長ヲ異ニスル可視光線 ガ上顎上皮細胞 ノ炭酸排泄量 ノ影響 ナキ點

ヨリ觀 レバ,可 視光線ハ紫外線 卜異 リ生物組織 ニ吸收サルル量甚ダ少ナ シト觀 ルヲ得.若 シ此

際 「エオ ジン」ノ如 キ長波光線 テモ吸收 スル物質 ヲ加へ,此 物質 ガ生活組識内ニ進入(染 色)ス

ル時 ニハ之ニヨリテ長波光線モ尚ホ一定 ノ作用 ヲ生活組織 ニ及ボ シ得 ルモノ ト觀 ルヲ得.

第5章　 結 論

1)色 光線 ハ余 ガ實 驗 ニ使 用 セル強度 ニ於 テハParamaecinmノ 生死 ニ對 シテ影響 ラ現 ハサ

ザ リキ.

2)余 ガ使用 セル強度 ノ可視 光線 ハ蛙 上顎粘膜 炭酸排泄 量ニ影 響 テ及 ボサ ズ.

3)上 皮 細胞繊 毛 運動 ニ對 シテモ余 ガ使 用 強度 ノ可視 光線 ニテハ影響 ヲ認 メズ.

4)「 エオ ジ ン」ハ上 皮細 胞繊 毛運動 ヲ抑 制 ス.

擱筆ニ當 リ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ辱 ウセシ恩師生沼教授 ニ對 シ衷心感謝 ノ意ヲ表ス.
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Kurze Inhaltsangabe.

Einige Experimente des sichtbaren Lichtes auf 

die Flimmerbewegung.

Von

Takanori Murakami.

Aus dem physiologischen Institut der Universitat Okayama
(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma).

Eingegangen am 4. September 1930.

Der Verfasser hat den Einfluss von sichtbarem Licht auf die Flimmerbewegung 

untersucht.

Die Resultate sind folgende:

1) Das Monochromatische Licht (sichtbare Licht) hat bei der von mir untersuchten 

Lichtstarke keinen Einfluss auf die Lebensdauer von Paramaecium.

2) Bei der von mir untersuchten Lichtstarke hat das sichtbare Licht keinen Effekt 

auf die Kohlensaureausscheidung der Oberkieferschleimhaut des Frosches.

3) Auf die Bewegung des Flimmelepithels hat bei der von mir untersuchten Licht

starke das sichtbare Licht keinen Effekt.

4) Eosin hemmt die Bewegung des Flimmerepithels.
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